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学校は地
ち

域
いき

と共に歩んでいます。宮城県内の小中学校の様子、自
じ

慢
まん

できることを、児童・生徒が紹
しょう

介
かい

します。
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学校名 仙台市立七
なな

北
き

田
た

中学校

所在地 仙台市泉区七北田東裏100

創 立 1947年

電 話 0223723649

校 長 桜井 泰実

生 徒 568人

スタジアム周辺を清掃

七北田中学校の最
も

寄
よ

り駅、地下鉄泉

中央駅からすぐのところにユアテック

スタジアム仙台があります。サッカー

Ｊリーグ２部のベガルタ仙台のホーム

スタジアムであり、ラグビーやアメリ

カンフットボールの公式球
きゅう

技
ぎ

場とし

ても利用されています。

「劇
げき

場
じょう

型
がた

スタジアム」で、観戦の

際
さい

には会場の一体感を味わうことがで

きます。さらに、スタジアムに続くベ

ガルタロードでは、地域の小中学生や

事業所の方たちが一
いっ

斉
せい

清
せい

掃
そう

や花植えな

どの美化緑化活動を行っています。

次回は
太白小（仙台市）
村田一中（村田町）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

あいさつで気持ち良く

学校名 登米市立中
なか

津
つ

山
やま

小学校

所在地 登米市米山町中津山城内前４

創 立 1873年

電 話 0220 2506

校 長 千葉 俊秀

児 童 151人

中津山小学校には、先
せん

輩
ぱい

方
がた

から引き

継
つ

ぐ「あいさつ運動」があります。企
き

画
かく

委員会が主体となって児童会を盛
も

り

上げようと行う活動の一つです。週に

２回、火曜日と金曜日の朝、昇
しょう

降
こう

口
ぐち

に立って委員会ごとにあいさつ運動を

しています。「今日も１日頑
がん

張
ば

ろう」

をモットーに、元気で気持ちの良いあ

いさつを心がけています。

児童会にキャラクターが誕
たん

生
じょう

しま

した なかっち君・なかっぴちゃん で

す。言葉遣
づか

いや思いやりを大切にする

私
わたし

たちのシンボルにしていきます。
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編集委員 稲辺楓
ふう

太
た

朗
ろう

、高橋応
あたる

３年 越智琴
こと

菜
な

金沢佑
ゆう

柳沼芹
せり

南
な

（２年）

指導教員 小松瑠香、庄子瑠奈

七
北
田
中
学
校
で
は
、
生

徒
会
執し

っ

行こ
う

部
が
主
体
と
な
っ

て
七
中
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
会
行
事
の
一
つ
で
、

次
年
度
入
学
す
る
小
学
６
年

生
に
向
け
て
、
学
校
生
活
に

つ
い
て
の
理り

解か
い

を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
部
活
動
紹

し
ょ
う

介か
い

、

一
日
の
流
れ
、
学
校
の
ル
ー

ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

部
活
動
紹
介
で
は
、
運
動

部
、
文
化
部
、
特と

く

設せ
つ

部
か
ら

な
る

の
部
活
動
が
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
を
凝こ

ら
し
、
個こ

性せ
い

豊ゆ
た

か
な
紹
介
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
特
に
各
部
活
動
の
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
た
実じ

つ

演え
ん

は
小

学
生
に
大
人
気
で
し
た
。

一
日
の
流
れ
や
学
校
の
ル

ー
ル
の
説
明
で
は
、
生
徒
会

執
行
部
役
員
が
自
ら
出
演
や

脚
き
ゃ
く

本ほ
ん

、
編へ

ん

集
し
ゅ
う

を
手
が
け
、

笑
い
を
入
れ
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
制せ

い

作さ
く

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
約
１
カ
月

間
を
要
し
ま
し
た
。
全
校
生

徒
の
協
力
が
必
要
と
な
る
の

で
、
生
徒
一
人
一
人
の
生
徒

会
活
動
へ
の
参
加
意い

欲よ
く

が
高

ま
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

七
北
田
中
は

年
の
歴れ

き

史し

を
持
つ
古
く
か
ら
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
学
校
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
笑え

顔が
お

や
や
る
気
に
あ

ふ
れ
る
七
北
田
中
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
中
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
企
画
を
考
え
る
生
徒
た
ち

中
津
山
小
学
校
で
は
２
０

２
１
年
か
ら
、
米
山
東
小
学

校
と
米
岡
小
学
校
、
米
山
中

学
校
の
３
校
と
連れ

ん

携け
い

し
、
合

同
防ぼ
う

災さ
い

訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
生
が
母
校
の
小
学

校
に
行
っ
て
一い
っ

緒し
ょ

に
避ひ

難な
ん

訓

練
を
し
た
り
、
防
災
体
験
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
も
連
携
し
て
お

り

市
役
所
や
公
民
館

消
し
ょ
う

防ぼ
う

署し
ょ

、
社
会
福ふ

く

祉し

協
議
会
な

ど
の
外
部
機
関
や
、
区
長
さ

ん
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
方
々
の
協
力
の
も
と
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も

月

日
、
米
山
中
学
校
区
合
同

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
１
、
２
年
生
は
、
防

災
す
ご
ろ
く
と
消
防
自
動
車

・
救
急
車
の
見
学
、
３
、
４

年
生
は
、
煙え

ん

道ど
う

体
験
と
初
期

消
火
訓
練
、
５
年
生
は
、
応お

う

急
き
ゅ
う

手
当
て
と
自
動
体
外
式

除じ
ょ

細さ
い

動ど
う

器き

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操そ
う

作さ

を
含ふ
く

め
た
心し
ん

肺ぱ
い

蘇そ

生せ
い

法ほ
う

に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

６
年
生
と
中
学
１
年
生

は
、避
難
所
運う
ん

営え
い

ゲ
ー
ム（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
学
２
、
３
年
生
が

体
育
館
に
設せ

つ

営え
い

し
た
避
難
所

に
Ｈ
Ｕ
Ｇ
で
学
ん
だ
多
様
な

避
難
者
に
夿ふ

ん

し
、
避
難
す
る

体
験
を
し
ま
し
た
。

小
学
校
統と

う

合ご
う

を
見み

据す

え
、

さ
ら
な
る
小
中
連
携
と
地
域

連
携
を
目
指
し
ま
す
。

月
の
合
同
防
災
訓
練
。
初
期
消
火
を
体
験
（
右
上
）
、
応
急

手
当
て
に
挑
戦
（
右
下
）
、
協
力
し
て
け
が
人
を
運
ぶ
（
左
）
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編集委員 渡辺太陽、木村昊
ひろ

石川明
あか

凛
り

北浦なな 菅原冬真 鈴木琴
こ

春
はる

佐藤心
ここ

音
ね

高野陸
りく

翔
と

千葉知
とも

生
き

千葉もも華 山家唯人（６年）

指導教員 袋由利

長ネギのツナあえ

管理栄養士
奈良 理香子

① ②

主な材料（３人分）

・長ネギ２本 ・ツナ缶
かん

オイル漬
づ

け ㌘

・Ａ（か粒
りゅう

中
ちゅう

華
か

だし小さじ½、ごま油小さじ½）

・白ごま少々

長ネギは白い部分が長く、

白ネギ、根深ネギともいわれ

ます。加熱すると、とろっと

して甘
あま

みが増
ま

します。電子レ

ンジを使えば、水っぽくなら

ず食べやすくなります。

①長ネギは７㍉幅
はば

の斜
なな

め切りにす

る。

②容
よう

器
き

に❶とツナをオイルごと入

れ、ラップをかけ600㍗の電子レ

ンジで４分加熱。Ａを入れて混
ま

ぜ、

白ごまをふる。

イラスト・黒澤 達矢

2000年近く前に造
つく

られた円形

の闘
とう

技
ぎ

場
じょう

で、イタリアの首都

ローマにあります。それぞれの

階ごとに異
こと

なる伝
でん

統
とう

的
てき

な建
けん

築
ちく

方

法が使われた美しい建物です。

古代ローマ市民を楽しませる

ため、人間同
どう

士
し

や、人とけもの

を戦わせるむごい見せ物が行わ

れたこともあります。多くの命

が失われた悲しい歴
れき

史
し

もある場

所です。
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